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8
月
と
い
え
ば
、
お
盆
や
お
祭

り
、
山
の
行
事
も
あ
り
ま
す
が
、

忘
れ
て
な
ら
な
い
の
が
、
15
日
の

終
戦
記
念
日
で
す
。「
天
皇
陛
下

の
お
言
葉
」
玉
音
放
送
を
皮
切
り

に
、
日
本
が
大
き
く
変
わ
り
ま
し

た
。
戦
後
生
ま
れ
の
私
に
は
「
ピ

ン
」
と
き
ま
せ
ん
が
、
言
い
伝
え

で
聞
い
て
い
ま
す
。
そ
れ
ま
で

「
大
日
本
帝
国
」
は
頑
固
に
「
降

参
」
と
は
口
が
裂
け
て
も
言
わ
な

か
っ
た
の
が
、
6
日
の
広
島
、
9

日
の
長
崎
と
続
け
て
原
爆
投
下
さ

れ
、
こ
れ
で
は
、
勝
ち
目
が
な
い

と
判
断
し
た
の
で
し
ょ
う
。
あ
れ

か
ら
70
年
日
本
は
平
和
国
家
へ
と

生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

　

生
物
は
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て

闘
争
本
能
を
持
っ
て
い
る
そ
う
で

そ
れ
が
「
良
い
意
味
」
で
生
存
競

争
に
勝
ち
抜
い
た
者
が
、「
進
化

の
歴
史
」
を
た
ど
る
の
は
解
り
ま

す
が
、
他
国
の
領
地
や
物
質
を
欲

し
く
な
り
、
戦
争
と
な
り
、
力
ず

く
で
奪
い
、「
核
」
を
使
っ
て
の

争
い
と
な
る
と
勝
っ
て
も
負
け
て

も
悲
惨
で
す
。

　
「
神
仏
の
悟
り
」
を
開
か
な
い

ま
で
も
、
地
球
上
の
皆
が
仲
良
く

楽
し
く
暮
ら
せ
た
ら
、
そ
れ
が

「
理
想
」
だ
と
思
い
ま
す
。

 

編
集
委
員　
　

土
屋　
　

薫

❖内容 16 特集 『公民館ってどんなところ？』
17 『今支館・分館では』 （宮沢区）

『教えて！あなたのサークル』 （土の会／紙バンドあみあみ）

18 募集 9月公民館講座

19 募集 小山敬三美術館公募展／小諸市短詩型文学祭
20 『ぼくとわたしの作品』 （野岸小学校）
21 『市民登山より』

お知らせ 文化会館スケジュール

10月号では各区夏祭りの

様子をお届けします！
 （写真：両神区納涼祭）



内容に関する問い合わせは E-mail でも受付けています。 E-mail  bunka＠city.komoro.nagano.jp
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五　

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

　
　

関
係
団
体
と
連
携
し
「
こ
も

ろ
女
性
の
家
」
事
業
の
充
実
を

図
り
ま
す
。

六　

芸
術
文
化
の
振
興

　
　

芸
術
文
化
団
体
等
と
の
連
携

を
強
化
し
、
芸
術
文
化
鑑
賞
の

機
会
の
提
供
に
努
め
ま
す
。

七　

家
庭
教
育
の
充
実
・
向
上
と

 

青
少
年
育
成
の
支
援

　
　

家
庭
教
育
に
関
す
る
学
習
機

会
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
児

童
生
徒
の
休
日
に
対
応
し
た
公

民
館
事
業
を
展
開
し
ま
す
。

　

今
年
度
も
、
小
諸
市
公
民
館
で

は
公
民
館
と
地
域
、
地
域
と
市
民

の
皆
さ
ん
を
「
学
ぶ
・
つ
ど
う
」

こ
と
で
つ
な
い
で
い
き
た
い
と
考

え
学
級
講
座
等
を
開
催
し
て
い
ま

す
。

二　

自
主
的
活
動
の
推
奨
と
支
援

　
　

各
種
団
体
、
グ
ル
ー
プ
、
サ

ー
ク
ル
等
の
育
成
と
活
動
発
表

の
機
会
の
充
実
を
図
り
、
人
材

育
成
と
地
元
講
師
の
発
掘
に
努

め
ま
す
。

三　

支
館
・
分
館
と
の
連
携
、交
流

　
　

支
館
・
分
館
に
お
け
る
地
域

づ
く
り
、
地
域
課
題
に
関
わ
る

学
習
の
支
援
や
公
民
館
報
に
よ

る
活
動
情
報
の
提
供
、
支
館
分

館
役
員
の
研
修
の
充
実
を
図
り

ま
す
。

四　

人
権
同
和
教
育
の
推
進

　
　

人
権
を
尊
重
し
あ
う
温
か
な

人
間
関
係
を
育
む
た
め
、
分
館

に
よ
る
人
権
同
和
教
育
講
座
の

開
催
や
、
あ
ら
ゆ
る
差
別
の
撤

廃
を
め
ざ
し
た
指
導
資
料
の
充

実
と
活
用
、
指
導
者
の
養
成
を

行
い
ま
す
。

実
践
を
支
援
し
ま
す
。

★
豊
か
な
自
然
や
歴
史
的
、
文
化

的
資
産
を
活
用
し
、
自
ら
学
ぼ
う

と
す
る
市
民
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
生

涯
に
わ
た
る
生
き
が
い
づ
く
り
に

生
か
さ
れ
る
学
習
を
支
援
し
ま
す
。

活
動
の
推
進

　

趣
味
や
教
養
を
高
め
る
学
習
と

と
も
に
地
域
課
題
に
直
結
す
る
学

習
と
実
践
を
支
援
す
る
公
民
館
と

な
る
よ
う
、
各
機
関
や
支
館
・
分

館
と
連
携
し
て
公
民
館
活
動
を
推

進
し
ま
す
。

一　

生
涯
学
習
の
推
進
と

 

学
習
内
容
の
充
実

　
　

他
機
関
と
連
携
し
、
多
様
化

す
る
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
学
習

機
会
の
提
供
を
し
ま
す
。

公
民
館
の
役
割

　

小
諸
市
で
は
、
第
10
次
基
本
計

画
の
中
で
『
生
涯
に
わ
た
る
市
民

の
主
体
的
な
「
学
び
」
を
促
進
し

「
生
涯
学
習
社
会
」
の
実
現
を
め

ざ
す
』
こ
と
を
施
策
の
一
つ
と
し

て
を
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。
各
地

で
は
、
趣
味
や
教
養
の
講
座
等
個

人
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
学
習
が
多
く

な
り
、
公
民
館
が
カ
ル
チ
ャ
ー
セ

ン
タ
ー
化
し
て
い
る
と
い
う
声
も

あ
り
ま
す
が
小
諸
市
公
民
館
で
は

個
人
の
生
き
が
い
づ
く
り
も
大
事

に
と
ら
え
そ
れ
に
つ
な
が
る
趣
味

や
教
養
を
高
め
る
学
習
機
会
を
引

き
続
き
充
実
し
て
い
き
ま
す
。
そ

れ
と
と
も
に
住
民
自
ら
が
地
域
づ

く
り
を
進
め
ら
れ
る
よ
う
地
域
課

題
に
関
す
る
学
習
と
実
践
へ
の
支

援
を
各
機
関
や
支
館
・
分
館
と
連

携
し
て
推
進
し
ま
す
。

活
動
の
柱

★
共
に
支
え
合
う
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
づ
く
り
を
め
ざ
し
、
暮
ら
し

に
根
ざ
し
た
地
域
課
題
の
学
習
と

　

小
諸
市
公
民
館
は
、
小
諸
市
文

化
セ
ン
タ
ー
の
中
に
あ
り
、
7
の

支
館
と
68
の
分
館
で
組
織
さ
れ
て

い
ま
す
。
少
子
高
齢
化
、
高
度
情

報
化
、
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
等

に
よ
る
社
会
の
変
化
と
と
も
に
地

域
も
大
き
く
変
化
し
て
き
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
変
化
に
伴
い
環
境

福
祉
、
子
ど
も
の
教
育
、
防
災
・

防
犯
等
の
安
全
に
関
す
る
問
題
等

地
域
に
お
い
て
も
様
々
な
問
題
に

直
面
し
て
い
ま
す
。
小
諸
市
公
民

館
で
は
、
個
人
の
趣
味
や
教
養
を

高
め
る
学
習
や
地
域
課
題
に
対
し

て
、
地
域
と
関
わ
り
学
習
と
実
践

を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
回
は
、
小
諸
市
公
民
館
の
運

営
方
針
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

小
諸
市
公
民
館
っ
て
ど
ん
な
と
こ
ろ
？

― 

特 

集 

―

小
諸
市
公
民
館

6
分
館

3
分
館

10
分
館

15
分
館

3
分
館

5
分
館

26
分
館

南
大
井
支
館

三
岡
支
館

川
辺
支
館

北
大
井
支
館

西
小
諸
支
館

大
里
支
館

中
央
支
館

公民館組織図

公民館関係役員研修会 
 『救命講習』

公民館講座『親子で料理教室』



小諸市公民館の休館日は祝日の翌日と年末年始です。開館時間は午前 9時です。
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所
で
す
が
、
展
望
台
か
ら
右
前
方

に
蓼
科
山
、
中
央
に
飯
盛
山
・
茂

来
山
・
荒
船
山
、
左
に
浅
間
連
峰

眼
下
に
は
千
曲
川
の
流
れ
が
見
え

ま
す
。
皆
さ
ん
の
区
の
公
民
館
活

動
で
ハ
イ
キ
ン
グ
等
活
動
の
選
択

肢
と
し
て
い
か
が
で
し
ょ
う
か
！

　

宮
沢
区
の
公
民
館
活
動
は
活
発

に
行
わ
れ
て
お
り
、
特
に
区
民
旅

行
は
毎
年
楽
し
み
で
す
。
世
代
間

交
流
に
も
な
っ
て
い
て
、
毎
年
大

勢
の
皆
さ
ん
が
参
加
さ
れ
ま
す
。

他
に
敬
老
会
・
ス
ポ
ー
ツ
大
会
・

世
代
間
交
流
の
し
め
縄
作
り
等
が

計
画
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
私
も
積

極
的
に
参
加
し
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

お
ウ
ス
バ
サ
イ
シ
ン
は
ヒ
メ
ギ
フ

チ
ョ
ウ
の
食
草
な
の
で
、
県
内
外

か
ら
飛
来
を
求
め
て
関
係
者
が
捕

獲
に
来
ま
す
が
、
現
在
は
乱
獲
を

防
ぐ
た
め
に
入
山
規
制
の
看
板
が

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

他
に
金
比
羅
公
園
が
あ
り
小
諸

市
眺
望
百
選
に
な
っ
て
お
り
、
晴

れ
た
日
（
特
に
冬
）
に
は
霊
峰
富

士
山
が
望
め
ま
す
。
市
民
の
皆
さ

ん
に
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
場

『 

宮
沢
区
あ
れ
こ
れ 

』

宮
沢
区　
　

清
水　

清
勝

 

代
表　
　

小
林　

文
子

　

紙
バ
ン
ド
を
素
材
に
い
ろ
い

ろ
な
篭
を
編
ん
で
い
ま
す
。
基

本
の
追
い
掛
け
編
み
、
あ
じ
ろ

石
畳
、
す
か
し
等
、
作
品
ご
と

に
色
を
選
び
編
み
方
を
習
っ
て

い
ま
す
。
手
持
ち
や
シ
ョ
ル
ダ

ー
バ
ッ
グ
、
パ
ン
ジ
ー
を
飾
る

花
入
れ
、
ふ
た
付
き
ソ
ー
イ
ン

グ
バ
ス
ケ
ッ
ト
、
バ
ス
タ
オ
ル

が
入
る
大
き
な
篭
、
家
の
中
に

篭
が
あ
る
と
落
ち
着
き
ま
す
。

　

仲
間
は
20
名
。
子
育
て
中
の

母
親
、
熟
女
？
幅
広
い
年
代
の

方
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
い
ろ

い
ろ
な
話
題
に
耳
を
傾
け
な
が

ら
、
お
し
ゃ
べ
り
を
し
て
、
も

ち
ろ
ん
手
は
篭
を
編
ん
で
、
あ

っ
と
い
う
間
に
2
時
間
が
過
ぎ

て
し
ま
い
ま
す
。

　

人
と
の
ご
縁
も
篭
に
編
み
こ

ん
で
、
あ
な
た
も
ご
一
緒
に
篭

を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

【
紙
バ
ン
ド
あ
み
あ
み
】

 

講
師　
　

岡
本　

一
道

【
土
の
会
】　

（
陶
芸
）

教
え
て
！
あ
な
た
の
サ
ー
ク
ル

　

私
は
、
宮
沢
区
に
住
ん
で
52
年

に
な
り
ま
す
。
毎
年
春
に
な
る
と

桜
並
木
の
花
が
き
れ
い
に
咲
き
ま

す
。
公
民
館
役
員
の
皆
さ
ん
が
、

桜
の
木
に
ボ
ン
ボ
リ
を
取
り
付
け

ま
す
。
ボ
ン
ボ
リ
に
は
、
区
民
の

そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
や
絵
が
書
か
れ

て
い
て
夜
に
な
る
と
と
て
も
幻
想

的
で
す
。
宮
沢
区
の
山
は
、
自
然

が
破
壊
さ
れ
ず
に
残
っ
て
お
り
、

山
野
草
の
宝
庫
で
す
。
そ
の
中
で

も
群
生
し
て
い
る
の
は
、
イ
カ
リ

ソ
ウ
・
ウ
ス
バ
サ
イ
シ
ン
・
ヒ
ト

リ
シ
ズ
カ
・
シ
ロ
バ
ナ
エ
ン
レ
イ

ソ
ウ
・
ウ
バ
ユ
リ
・
ウ
メ
ガ
サ
ソ

ウ
・
ス
ミ
レ
・
カ
タ
ク
リ
・
ア
ズ

マ
イ
チ
ゲ
・
ウ
ツ
ボ
グ
サ
等
、
数

え
き
れ
な
い
花
が
咲
き
ま
す
。
な

　

34
年
前
に
開
館
し
た
小
諸
市

文
化
セ
ン
タ
ー
の
公
民
館
主
催

事
業
と
し
て
連
続
10
回
の
陶
芸

教
室
が
企
画
さ
れ
、
講
師
を
引

き
受
け
ま
し
た
。
講
座
終
了
後

参
加
者
を
中
心
に
「
土
の
会
」

が
発
足
し
、
今
日
に
至
り
ま
す
。

生
涯
学
習
を
地
で
行
く
活
動
で

す
。
例
会
で
は
、
お
茶
会
を
挟

み
な
が
ら
和
や
か
に
作
陶
を
楽

し
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
他
、
公

民
館
ま
つ
り
へ
の
参
加
や
研
修

旅
行
な
ど
が
主
な
活
動
で
す
。

暮
ら
し
の
中
心
に
あ
る
食
を
よ

り
豊
か
に
彩
る
器
を
自
ら
創
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。
初
め
て
の
方

歓
迎
い
た
し
ま
す
。
例
会
は
毎

月
第
2
・
4
火
曜
日
14
時
〜
20

時
都
合
の
よ
い
時
間
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

　

詳
細
は
岡
本
ま
で
。

　

0 

9 

0
‐
4 

1 

5 

3
‐
0 

3 

0 

1
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　 ワード初級 　
案内状や町内会の広報といった文書はもちろん、チラシや年賀
状、カレンダーなど、簡単に作成できます。 
生活に活かしてみませんか？ 

◇開 催 日　 9月 4・ 7・11・14・21・25日（火・金）
◇時　　間　午前 9時30分～11時30分
◇場　　所　図書学習室　　　◇定　　員　16名
◇テキスト代　1,296円
◆申込み期間　 8月 6日㈪～ 8月20日㈪

9 月公民館講座のご案内
　『生涯楽しく学びたい』公民館につどい、知識と教養を高め、楽しく学ぶ仲間と住みよいまちを創りましょう。
申込みは平日午前 9時から午後 5時まで、公民館窓口・電話・ＦＡＸ・メール・インターネットで受け付けます。
　申込み多数の場合は初心者優先とし公民館にて責任抽選いたします。また、申込み少数の場合は講座が中止と
なることがあります。
　なお、ＦＡＸ・メールで申込まれる方は講座名、名前、住所、電話番号を必ず明記してください。

小諸市文化センター　電話 23－8880／ＦＡＸ 25－2224／E-mail：bunka＠city.komoro.nagano.jp
※ 4 月号でお知らせしました 9月開催の『エクセル初級』ですが、10月開催に変更になりました。

コチラからでも

お申込みは 小諸市文化センター

こもろ女性の家
　 大人の新・英会話教室 　
～「自分でつくって話す」英語は面白い！～

◇開 催 日　 9月 5・19日・10月 3 ・17日㈬全 4回
◇時　　間　午前10時～12時
◇場　　所　視聴覚室
◇定　　員　12名
◇費　　用　無料
◆申込み期間　 8月 8日㈬～ 8月22日㈬

託児付き

◇時　　間　午前10時～12時
◇定　　員　20名
◆申込み期間　 8月 7日㈫～ 8月22日㈬

◇開 催 日・内容

　 「千曲川のスケッチ」散策教室 　
― 明治30年代に藤村がスケッチした小諸を歩き、 
 小諸の魅力を再発見してみませんか ―

9 / 8 ㈯ 小諸義塾と
城跡を中心に 9 /30㈰ 商都小諸と

 商家の山荘

9 /24（月・祝）水明楼から 千曲川へ 10/ 6 ㈯ 藤村旧居付近と
 その家の移築先

公民館講座の申込みが

インターネットで、できます！

小諸市公式サイトでは、講座の申込みができます。また、
毎月講座の案内も掲載。

★小諸市Facebook・Twitterでも情報発信中！！！

こどもチャレンジ講座
　 親子で学ぶインターネット講座 　

◇時　　間　午前10時～12時
◇場　　所　第一講義室
◇定　　員　親子20組
◇費　　用　無料
◆申込み期間　 8月13日㈪～ 8月31日㈮

◇開 催 日
　　 9月22日㈯／ 9月29日㈯

◇場　　所　料理教室　　　◇定　　員　各10名
◇材 料 費　2,500円（ビン・レーズン（種）・全粒粉持ち帰り）
※ 10月は自家製酵母を使ったパン生地つくり講座を計
画♪詳細は次号

◆申込み期間　 8月 8日㈬～ 8月22日㈬

託児付きこもろ女性の家
　 パンづくり 　

― 自家製酵母(天然)のつくり方 ―

日　　時　 9 月 7 日㈮ 
【午前 9時30分～12時】
【講師】　Spica麦の穂
　　　　降矢 泰次さん・みゆきさん

覚えない！
発音は気にしない！

自分で
英語をつくる！



小諸市公民館の休館日は祝日の翌日と年末年始です。開館時間は午前 9時です。
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昨年の華道展より

▼投稿先及び問い合わせ先
小諸市文化協会事務局（小諸市文化センター内）

〒384－0801　長野県小諸市甲1275番地 2
ＴＥＬ 0267－23－8880　／　ＦＡＸ 0267－25－2224

▼お問い合わせ先
公募展実行委員会事務局（小諸市立小山敬三美術館内）
〒384－0804　小諸市丁221（懐古園内）
ＴＥＬ／ＦＡＸ 0267－22－3428

▼搬入先・作品展会場
市立小諸高原美術館・白鳥映雪館
〒384－0041　小諸市大字菱平2805－ 1
ＴＥＬ 0267－26－2070／ＦＡＸ 0267－26－2071

第31回小山敬三記念大賞受賞
「三の門」　長谷川 肇（千葉県）

小山敬三美術館より小山敬三美術館より

第32回小山敬三記念小諸公募展 作品募集第32回小山敬三記念小諸公募展 作品募集

昨年の華道展よ

■文学祭日時 平成 30 年 12 月 15 日 ㈯　午後 1時から
■内 容 入選作品の表彰式及び分科会【諸流華道展　前日（14日）より同時開催】
■会 場 小諸市文化センター（乙女湖公園内）

―投稿規定―
①投稿作品：短歌部門　 2首／俳句部門　 3句／川柳部門　 3句
②投稿資格：小諸市及び東信地区に在住する方／東信の事業所に勤務する方／東信地区で活動する各部門団体

小中学生及び高校生
③応募用紙：所定応募用紙（コピー可）を使用し、住所・氏名・電話番号を記入。（雅号の場合、本名も記載）

楷書で書き、必要箇所にはふりがなをつける。（用紙は文化センター・文協所属結社にて配布）
④投 稿 料： 1部門 1組につき1,000円（各部門とも 1人 1組まで）

※小中高生及び介護保険施設からは投稿無料
※投稿者には作品集を贈呈

―投稿方法―
①投稿締切日：平成30年 9 月14日㈮
②投稿料納入：作品に投稿料を添えて事務局に提出、又は郵便小為替を添えて郵送

第31回目を迎える小諸市短詩型文学祭につきまして、
本年も下記要領で作品募集を行います。ご応募お待ちしています。

小諸市文化協会より小諸市文化協会より

第31回小諸市短詩型文学祭 作品募集第31回小諸市短詩型文学祭 作品募集

■作品テーマ 浅間山・千曲川・小諸の風景等を題材とした具象の風景画
■作品規定 油彩画・水彩画・日本画・版画の平面作品で10号以上50号以下

（Ｓ及び不定形除く）／額装の上、必ず吊り金具・吊り紐を付ける
仮縁（ 5㎝以内）推奨／未発表の作品（一人 3作品まで）

■応募資格 高校生以上（15歳以上）
■出 品 料 1点3,000円（ 2点目からは2,000円、高校生・大学生は1,500円）
■出品申込 所定の申込用紙に必要事項記入の上、作品・出品料とともに市立

小諸高原美術館・白鳥映雪館へ搬入
■搬 入 日 平成30年10月14日㈰、15日㈪、16日㈫（ 9：00～16：30）

■作品展示 平成30年10月21日㈰～11月25日㈰
9 ：00～17：00（最終日は～15：00）

■賞と入選 小山敬三記念大賞ほか
■表 彰 式 平成30年11月 3 日（土祝）14：00～

※詳細については、実行委員会事務局へ
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内容に関する問い合わせは E-mail でも受付けています。 E-mail  bunka＠city.komoro.nagano.jp
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れ
て
い
ま
す
。
い
や
な
こ
と
が
あ

っ
て
も
、
ポ
フ
を
だ
っ
こ
す
れ
ば
、

温
か
い
気
持
ち
に
な
れ
ま
す
。
お

昼
は
、
班
ご
と
日
替
わ
り
で
い
つ

も
そ
う
じ
を
し
て
い
ま
す
。
ト
イ

レ
や
す
の
こ
を
き
れ
い
に
し
た
り

し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、
そ
う

じ
さ
え
も
楽
し
い
で
す
。

　

大
変
な
こ
と
や
困
る
こ
と
は
あ

り
ま
す
。
で
も
、
そ
れ
が
と
て
も

い
い
勉
強
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

れ
だ
け
で
は
な
く
、
み
ん
な
を
い

や
し
て
く
れ
る
ポ
フ
は
、
ク
ラ
ス

の
一
員
で
あ
り
、
大
切
な
命
で
す
。

〝
い
つ
も
あ
り
が
と
う
！
ポ
フ
！
〞

『
ク
ラ
ス
の
一
員
「
ポ
フ
」』

　

ノ
ギ
シ
ッ
ク
ス
が
登
場
す
る
と

一
年
生
も
他
の
学
年
の
人
た
ち
も

盛
り
上
が
り
、
と
て
も
喜
ん
で
く

れ
ま
し
た
。

　

一
年
生
を
迎
え
る
会
の
後
も
、

「
ノ
ギ
イ
エ
ロ
ー
だ
。」「
ノ
ギ
グ

リ
ー
ン
の
人
だ
。」
と
、
た
く
さ

ん
の
一
年
生
と
仲
良
く
な
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
僕
た
ち
は
、
一

年
生
が
楽
し
く
学
校
生
活
を
始
め

る
こ
と
が
で
き
て
と
て
も
嬉
し
い

で
す
。

ピ
ン
ク
は
仲
良
し
の
こ
と
を
説
明

し
て
く
れ
ま
す
。

　

そ
し
て
、
僕
た
ち
は
ノ
ギ
グ
リ

ー
ン
と
ノ
ギ
イ
エ
ロ
ー
を
や
り
ま

し
た
。
グ
リ
ー
ン
は
清
掃
を
、
イ

エ
ロ
ー
は
給
食
の
こ
と
を
説
明
し

ま
す
。
一
年
生
に
も
分
か
る
よ
う

に
、
笑
顔
と
大
き
な
声
を
心
が
け

ま
し
た
。

『
一
年
生
を
迎
え
て
』

　

四
月
二
十
五
日
㈬
は
、「
一
年

生
を
迎
え
る
会
」
が
あ
り
ま
し
た
。

野
岸
小
学
校
の
一
年
生
を
迎
え
る

会
に
は
、「
ノ
ギ
シ
ッ
ク
ス
」
が

登
場
し
ま
す
。
ノ
ギ
シ
ッ
ク
ス
は

野
岸
小
学
校
の
生
活
を
一
年
生
に

分
か
り
や
す
く
説
明
し
て
く
れ
る

お
助
け
マ
ン
の
六
人
組
で
す
。
レ

ッ
ド
が
リ
ー
ダ
ー
、
ブ
ル
ー
は
遊

び
や
運
動
、
ホ
ワ
イ
ト
は
勉
強
、

六年一組　丸
まる

山
やま

竜
りゅうのすけ

之助（右）
　　　　　皆

みな

川
がわ

　篤
あつ

史
し

（左）
№289№289

六年二組　霜
しも

田
だ

　琉
る

空
く

（右）
　　　　　塩

しお

川
かわ

満
ま

里
り

奈
な

（左）

私
た
ち
野
岸
小
学
校
六
年
生
は
、
一
年
生
と
の
ふ
れ

あ
い
、
う
さ
ぎ
の
「
ポ
フ
」
と
の
ふ
れ
あ
い
を
通
し

て
、
優
し
さ
や
命
の
大
切
さ
を
考
え
な
が
ら
、
日
々

の
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

野
岸
小
学
校

　

六
年
二
組
の
ウ
サ
ギ
は
、
い
つ

も
鼻
を
ヒ
ク
ヒ
ク
さ
せ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
手
を
な
め
て
く
れ
ま
す
。

で
も
、
去
年
の
十
月

十
日
㈫
に
私
た
ち
の

ク
ラ
ス
に
や
っ
て
き

た
こ
ろ
は
、
少
し
ビ

ク
ビ
ク
し
て
い
ま
し

た
。
そ
ん
な
ウ
サ
ギ

に
、
私
た
ち
は
「
ポ

フ
」
と
い
う
名
前
を

つ
け
ま
し
た
。
イ
ン

ポ
ー
タ
ン
ト
の

「
ポ
」
と
、
ラ
イ
フ

の
「
フ
」
を
と
っ
て
、

「
大
切
な
命
」
と
い

う
意
味
で
す
。

　

今
は
も
う
ク
ラ
ス

に
慣
れ
て
き
て
、
休

み
時
間
は
さ
わ
っ
た

り
だ
っ
こ
し
た
り
し

て
、
す
ご
く
い
や
さ



草
滑
り
と
い
う
斜
面
に
咲
く
雪
割

草
を
観
賞
し
ま
し
た
。
こ
の
時
期

に
咲
い
て
い
る
の
は
珍
し
い
そ
う

で
す
。
薄
紫
色
の
可
憐
な
花
で
す
。

急
斜
面
で
大
変
で
し
た
が
、
良
い

時
に
恵
ま
れ
た
と
思
い
ま
し
た
。

中
コ
ー
ス
は
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
が
無

く
、
登
り
の
時
の
よ
う
な
苦
し
さ

は
な
く
下
山
す
る
こ
と
が
で
き
予

定
通
り
2
時
に
登
山
口
に
戻
り
ま

し
た
。

　

久
し
ぶ
り
の
登
山
で
、
途
中
も

う
無
理
か
な
と
思
い
な
が
ら
も
、

浅
間
山
の
全
容
が
見
え
た
時
「
来

て
良
か
っ
た
」
と
時
々
登
山
し
て

い
た
若
い
頃
の
感
激
を
再
び
味
わ

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
40

年
位
前
白
馬
岳
登
山
に
連
れ
て
行

っ
て
い
た
だ
い
た
ご
夫
婦
と
再
会

し
、
心
に
残
る
一
日
で
し
た
。
ガ

イ
ド
し
て
く
だ
さ
っ
た
柳
田
さ
ん

引
率
し
て
く
だ
さ
っ
た
職
員
の
お

二
人
に
無
事
登
山
で
き
た
こ
と
感

謝
い
た
し
ま
す
。

シ
ャ
ク
ナ
ゲ
が
見
頃
で
す
が
、
登

山
口
近
く
で
は
淡
紅
色
の
花
が
す

で
に
終
り
に
近
く
色
あ
せ
て
い
ま

し
た
。
30
分
ほ
ど
歩
く
と
道
も
急

に
な
り
早
く
も
山
頂
ま
で
た
ど
り

着
け
る
の
か
不
安
に
な
り
ま
し
た
。

柳
田
さ
ん
は
ゆ
っ
く
り
と
登
っ
て

く
だ
さ
り
、
時
々
足
を
止
め
植
物

や
登
山
道
に
あ
る
石
の
色
や
形
で

噴
火
の
時
の
様
子
が
解
る
と
説
明

さ
れ
興
味
が
わ
く
と
と
も
に
休
憩

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
急
坂

で
石
だ
ら
け
の
ガ
レ
場
で
は
、
足

元
を
見
な
が
ら
滑
ら
な
い
よ
う
に

一
歩
一
歩
慎
重
に
歩
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
苦
し
く
な
っ
て
き
た
時
、

振
り
返
る
と
林
が
途
切
れ
、
視
界

が
開
け
た
先
に
市
内
が
一
望
で
き

そ
の
景
色
と
頻
繁
に
鳴
く
ウ
グ
イ

ス
の
声
に
一
時
癒
さ
れ
ま
し
た
。

徐
々
に
険
し
く
な
る
山
道
。
ア
ッ

プ
ダ
ウ
ン
が
あ
り
一
端
下
っ
た
後

の
登
り
は
さ
ら
に
き
つ
く
感
じ
ま

し
た
。
途
中
、
厚
さ
数
セ
ン
チ
の

鉄
板
で
造
ら
れ
た
ド
ー
ム
型
の
避

難
小
屋
が
あ
り
「
も
し
今
噴
火
し

た
ら
」
と
御
嶽
山
の
噴
火
の
映
像

が
、
頭
を
か
す
め
ま
し
た
。
そ
し

　

我
が
家
の
台
所
の
窓
を
開
け
る

と
正
面
に
浅
間
連
峰
が
望
め
、

日
々
変
化
す
る
そ
の
風
景
が
好
き

で
す
。
そ
し
て
今
日
は
、
い
つ
も

遠
く
か
ら
眺
め
て
い
る
黒
斑
山

（
2 

4 

0 

4
ｍ
）に
登
り
ま
す
。
6

月
2
日
㈯
天
候
に
恵
ま
れ
市
民
登

山
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

車
坂
峠
登
山
口
か
ら
表
コ
ー
ス

を
登
り
ま
し
た
。
総
勢
18
名
の
参

加
で
、
浅
間
山
ク
ラ
ブ
の
柳
田
さ

ん
が
先
頭
で
ガ
イ
ド
を
し
て
く
だ

さ
り
参
加
者
が
続
き
ま
す
。
登
り

始
め
て
す
ぐ
イ
ワ
カ
ガ
ミ
の
花
が

咲
い
て
い
て
、
こ
れ
か
ら
ど
ん
な

高
山
植
物
が
観
ら
れ
る
か
楽
し
み

に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
年
の
気
候

で
開
花
時
期
も
異
な
り
、
例
年
は

日　時 開　演 イベント名 主催者 問い合わせ先

22日㈬ 18：00 夢のスター歌謡祭 （※）㈱夢グループ 0570－　
064－724

25日㈯ 未定 チャリティー映画会
 ろうきん親子アニメ祭り ろうきん小諸支店 0267－　22－0045

26日㈰ 14：00 講演『これからの社会と教育』
 前川喜平氏 小諸市民大学

0267－　
23－8880

 ※小諸市文化会館でもチケット販売中

小諸市文化会館　 8月スケジュール小諸市文化会館　 8月スケジュール

て
い
よ
い
よ
ト
ー
ミ
の
頭
を
目
指

し
て
最
後
の
急
斜
面
で
す
。
浅
間

山
が
目
の
前
に
見
え
、
素
晴
ら
し

い
景
色
で
す
。
ト
ー
ミ
の
頭
ま
で

行
け
ば
山
頂
も
近
い
と
思
う
と
元

気
を
取
り
戻
せ
ま
し
た
。

　

浅
間
山
の
山
頂
は
少
し
ガ
ス
っ

て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
雄
大
な
姿

を
見
て
登
山
の
醍
醐
味
を
感
じ
ま

し
た
。
9
時
に
出
発
し
て
11
時
30

分
に
山
頂
に
到
着
し
予
定
通
り
の

行
程
で
し
た
。
浅
間
山
に
向
っ
て

腰
掛
け
た
岩
場
は
20
数
年
前
に
お

弁
当
を
食
べ
た
そ
の
場
所
。
仲
間

が
作
っ
て
く
れ
た
甘
め
の
コ
ー
ヒ

ー
が
お
い
し
か
っ
た
こ
と
を
思
い

出
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
小
諸
市

か
ら
初
め
て
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
に

載
せ
る
ラ
イ
ブ
中
継
の
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
に
応
え
る
貴
重
な
体
験
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

昼
食
を
済
ま
せ
下
山
で
す
。
帰

り
は
中
コ
ー
ス
で
す
が
、
そ
の
前

に
火
山
館
に
向
う
コ
ー
ス
の
途
中
、

小
諸
市
公
民
館
講
座　

市
民
登
山

『
あ
の
山
へ
』

編
集
委
員　
　

遠
山　

厚
子

【公民館・こもろ女性の家】 2018年10月利用予約 8月 1日㈬
（貸出備品含む）

【乙 女 湖 体 育 館】 2019年 2 月利用予約 8月 1日㈬
【文 化 会 館】 2019年 8 月は改修工事のため利用不可

受付開始日

　佐久圏域の総合的かつ一体的な振興を図るため、小諸市・佐久市の
皆様の利便性を考慮して、佐久コスモホール等での催し物のチケット
販売を開始いたします。
　現在以下の催し物を取り扱っています。ご利用ください。

●エストニア国立男声合唱団コンサート
　期　日：平成30年 9 月16日㈰
　　　　　【開場】13：30　【開演】14：00
　場　所：佐久市コスモホール
　内　容：ミック・ウレオヤ氏指揮による国立男声合唱
　入場券：全席指定一般3,000円、高校生以下1,500円
　連絡先：（一財） 佐久市文化事業団　☎0267－82－3962

佐久市イベントチケット 販売します！
小諸市文化会館よりお知らせ


